
繊
維
ま
つ
り
「
相
撲
大
会
」

平
成
二
年
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
諏
訪
神
社
の
奉
納
相
撲
大
会
の
歴

史
は
古
く
、
明
治
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
四
十
一
年
か
ら
は
、
繊
維
ま
つ
り
（
昭
和
五
十
六
年
に｢

と
ち
お
祭｣

と
改
称
）
に
協
賛
し
て
実
施
。
力
と
技
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
、
相
撲
フ

ァ
ン
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

当
市
の
相
撲
熱
は
高
く
、
か
つ
て
は
菅
畑
や
一
之
貝
、
繁
窪
、
半
蔵

金
な
ど
市
内
各
地
で
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
う

ら
盆
の
八
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
諏
訪
神
社
の
相
撲
大
会
に
は
、

長
岡
市
や
下
田
村
、
新
潟
市
か
ら
も
力
士
が
集
ま
り
、
盛
況
を
呈
し
て

い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施
行
し
、
翌
三
十
年
に
繊
維
ま
つ
り
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
の
十
一
年
後
の
昭
和
四
十
一
年
、
ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
協
賛
し
て
相
撲
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
国
体
選
手

も
顔
を
そ
ろ
え
、
白
熱
し
た
取
組
に
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
は
熱

狂
。
前
年
か
ら
始
ま
っ
た
樽
み
こ
し
綱
引
き
大
会
と
と
も
に
、
ま
つ
り

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

当
市
で
は
、
こ
の
相
撲
大
会
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
一
年
に
大
町
子
供

協
力
会
と
栃
尾
好
角
会
主
催
で｢

少
年
角
力
大
会｣

（
現
在
の｢

少
年
す

も
う
大
会｣

）
が
開
催
さ
れ
た
り
、
昭
和
四
十
七
年
に
栃
尾
中
学
校
が

全
国
大
会
で
三
位
に
入
賞
し
た
り
す
る
な
ど
、
相
撲
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
九
月
の
第
一

日
曜
日
に
少
年
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ
、
ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
相
撲
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

出
典

栃
尾
タ
イ
ム
ス
・
栃
尾
新
聞
・｢

人
生
山
河｣

笠
井
正
男
著
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

‐
２
１
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 冬期休業中
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
道 院 高 原 冬期休業中
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。
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昭和42年８月 繊維まつり「相撲大会」



地
震
発
生
の
翌
日
か
ら
、
国
や
県
、

市
町
村
、
各
種
団
体
、
企
業
、
個
人

な
ど
、
市
内
を
は
じ
め
全
国
の
多
く

の
方
々
か
ら
救
援
物
資
提
供
の
申
し

出
が
あ
り
、
各
地
で
道
路
網
が
寸
断

さ
れ
通
常
よ
り
輸
送
時
間
を
要
す
る

悪
い
道
路
事
情
の
中
、
生
活
に
必
要

な
物
資
が
続
々
と
届
き
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
か
ら
義
援
金
や
見
舞

金
の
ほ
か
に
、
医
療
チ
ー
ム
や
保
健

師
な
ど
の
派
遣
、
給
水
車
の
応
援
、

炊
き
出
し
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
市
内

の
理
容
組
合
や
落
語
家
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
、
心
温
ま
る
支
援
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
救
援
物
資

救
援
物
資
は
、
被
害
の
拡
大
を
防

全
国
か
ら
心
温
ま
る
支
援

ぐ
た
め
に
不
可
欠
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

や
土
の
う
、
避
難
生
活
に
必
要
な
毛

布
や
布
団
な
ど
の
寝
具
、
防
寒
着
・

洋
服
・
下
着
な
ど
の
衣
類
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
オ
ー
タ
ー
・
お
茶
な
ど
の
飲
料
、

米
・
弁
当
・
カ
ッ
プ
麺
・
菓
子
な
ど

の
食
品
、
み
か
ん
や
り
ん
ご
な
ど
の

果
物
、
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
懐
中
電

灯
（
乾
電
池
付
）
・
洗
面
用
具
な
ど

の
日
用
雑
貨
等
々
、
紹
介
し
き
れ
な

い
ほ
ど
の
種
類
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を

励
ま
そ
う
と
、
お
も
ち
ゃ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
生
活
用
具
の
提
供

救
援
物
資
の
中
に
は
、
卓
上
コ
ン

ロ
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
ほ
か
に
、
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
・
コ
ン
ロ
・
炊
飯
器
の
セ
ッ
ト
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
、

仮
設
ト
イ
レ
、
洗
濯
機
、
浴
槽
や
ボ

イ
ラ
ー
、
畳
な
ど
の
生
活
用
具
も
提

供
い
た
だ
き
、
避
難
所
の
環
境
整
備

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
災
害
業
務
用
機
器
な
ど
の
提
供

被
災
状
況
の
把
握
や
給
水
活
動
、

人
員
輸
送
な
ど
に
必
要
な
無
線
機
や

携
帯
電
話
、
自
動
車
な
ど
も
提
供
い

た
だ
き
、
災
害
業
務
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
派
遣

市
内
の
医
師
会
を
は
じ
め
、
国
境

な
き
医
師
団
や
岐
阜
県
な
ど
の
医
療

チ
ー
ム
、
熊
本
県
や
青
森
県
の
心
の

ケ
ア
チ
ー
ム
、
高
知
県
や
倉
敷
市
な

ど
の
保
健
師
が
応
援
に
か
け
つ
け
、

被
災
者
の
診
療
と
心
の
ケ
ア
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
温
か
い
炊
き
出
し

姉
妹
都
市
で
あ
る
山
形
県
白
鷹
町

か
ら
は
、
義
援
金
や
救
援
物
資
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
保
健
師
の
派
遣
、

い
も
煮
の
炊
き
出
し
な
ど
物
心
両
面

の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
21

日
赤
奉
仕
団
（
夢
し
お

）
、
農
業

21

近
代
化
ク
ラ
ブ
、
ひ
ま
わ
り
・
栃
の

実
、
食
生
活
改
善
推
進
員
の
ほ
か
、

石
川
県
の
団
体
が
炊
き
出
し
を
実
施
。

被
災
者
の
体
と
心
を
温
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

震
災
の
翌
日
か
ら
応
援
に
駆
け
つ

け
た
市
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

救
援
物
資
の
整
理
・
運
搬
、
被
災
家

庭
の
後
片
付
け
や
引
っ
越
し
、
農
作

業
の
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
。
被
災
者
の
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
理
容
組
合
が
散
髪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
り
、
落
語

家
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
話
で
笑

い
を
誘
っ
た
り
し
て
、
被
災
者
を
元

気
づ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
土
木
施
設
の
復
旧
に
向
け
て

市
道
や
河
川
な
ど
の
土
木
施
設
は
、

７
・

集
中
豪
雨
災
害
に
よ
る
復
旧

13

を
進
め
て
い
る
矢
先
に
中
越
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
被
害
が
大
き
く

な
っ
た
個
所
、
新
た
に
被
害
を
被
っ

た
個
所
が
続
出
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
か
ら
技
術

職
員
を
派
遣
い
た
だ
い
て
被
害
調
査

を
実
施
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
農
林
水
産
施
設
の
復
旧
に
向
け
て

農
林
水
産
施
設
に
つ
い
て
も
、
土

木
施
設
と
同
様
に
甚
大
な
被
害
を
被

り
ま
し
た
。
農
地
や
水
路
、
農
道
、

林
道
、
た
め
池
、
養
鯉
池
な
ど
に
亀

裂
が
入
っ
た
り
、
地
す
べ
り
な
ど
で

崩
落
し
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
新
潟
県
を
は
じ
め
青

森
県
や
岩
手
県
か
ら
技
術
職
員
の
応

援
を
い
た
だ
き
被
害
調
査
を
実
施
。

実
態
を
踏
ま
え
た
復
旧
に
向
け
、
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
紙
面
の
関
係
で
全
て
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
内
外
か

ら
温
か
い
ご
支
援
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
皆
様
に
、
改
め
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

3
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◎
「
り
災
証
明
」
は
、
市

民
課
の
窓
口
で
発
行
し

て
い
ま
す
。

栃
尾
市
地
震
災
害
対

問
合
せ

策
本
部
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三
鷹
市
か
ら
届
い
た
救
援
物
資

(

総
合
体
育
館
、
十
月
二
十
五
日)

被災者の診療を行う医師会の先生
(栗山沢、11月12日)

山
形
名
物｢

い
も
煮｣

を
作
る

白
鷹
町
の
皆
さ
ん(

ふ
る
さ

と
会
館
、
十
月
三
十
一
日)

市
は
地
震
直
後
の
十
月
二
十
五
日
、

応
急
仮
設
住
宅
建
設
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
住
宅
が
全
壊
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
方
、
道
路
が
通
行
止
め
な

ど
で
住
宅
に
住
め
な
い
方
の
住
宅
を

確
保
す
る
た
め
、
県
に
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
を
要
請
し
ま
し
た
。

第
一
次
分
七
十
一
戸
は
、
十
一
月

一
日
に
着
工
し
十
一
月
二
十
六
日
に

完
成
。
四
十
四
世
帯
が
二
十
七
日
か

ら
入
居
を
開
始
し
ま
し
た
。(

表
紙)

ま
た
、
現
在
第
二
次
分
三
十
四
戸

の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
十
二
月
十
日
こ
ろ
の
入
居
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
は
、

完
成
後
二
年
が
限
度
で
す
。
こ
の
間

に
、
住
宅
の
再
建
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

建
設
課

‐
５
８
２
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住
宅
に
多
大
な
被
害
を
受
け
た
方

を
支
援
す
る
、
国
お
よ
び
県
の
制
度

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法(

国)

住
宅
に
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊

の
被
害
を
受
け
た
方
に
、
被
災
住
宅

の
解
体
撤
去
や
生
活
必
需
品
の
購
入

応
急
仮
設
住
宅

生
活
再
建
支
援

・
修
理
な
ど
に
実
際
に
支
出
し
た
費

用
に
対
し
て
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
世
帯
も
対
象
に
な
り
ま
す
が
、

解
体
費
用
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
再

建
や
中
古
住
宅
な
ど
を
購
入
し
な
け

れ
ば
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度(

県)

住
宅
に
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半

壊
の
被
害
を
受
け
た
方
に
、
被
災
住

宅
の
解
体
撤
去
や
改
築
補
修
、
生
活

必
需
品
の
購
入
・
修
理
な
ど
に
実
際

に
支
出
し
た
費
用
に
対
し
て
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
県
の
制
度
（
栃
尾
市

が
１
／
３
負
担
）
は
所
得
制
限
を
超

え
る
世
帯
、
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
世
帯
、
住
宅
を
再
建
し
な
い
世

帯
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
住
宅
応
急
修
理(

国
・
県)

住
宅
に
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊

の
被
害
を
受
け
た
方
に
、
被
災
住
宅

の
応
急
修
理
費
を
支
援
し
ま
す
。

た
だ
し
、
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居

す
る
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◎
支
援
金
の
支
給
限
度
額
は
、
被
害

の
状
況
、
世
帯
の
年
収
や
世
帯
人

数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
で
行
っ
て
い
る
個
別
相
談
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

2
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震災からの復興に向けて

!がんばろう｢栃尾｣
市
は
、
県
と
協
力
し
て
通
勤
・
通
学
道
路
の
確
保
を
最
優
先
に
災
害
復
旧

工
事
を
行
い
、
生
活
道
路
に
つ
い
て
も
順
次
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設
し
て
住
宅
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
お
よ
び
県
の
生
活
再
建
支
援
策
な
ど
の
説
明
会
と
個
別
相
談
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
中
越
地
震
で
は
、
義
援
金
や
見
舞
金
を
は
じ
め
救
援
物
資
、

医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
、
炊
き
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
な
ど
、
全
国
各

地
か
ら
心
温
ま
る
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
も
な
く
厳
し
い
冬
が
や
っ
て
来
ま
す
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
震

災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

地震災害現況報告および被災者支援関係説明会。被害が大きかった
地区を中心に各地区で開催しました(やまびこルーム、11月15日)



ま
た
、
避
難
勧
告
集
落
以
外
の
人

た
ち
も
、
余
震
に
備
え
て
文
化
セ
ン

タ
ー
や
市
民
会
館
、
お
り
な
す
、
各

地
区
の
集
会
施
設
、
そ
し
て
車
中
な

ど
に
自
主
的
に
避
難
。
不
安
な
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

７
・

集
中
豪
雨
災
害
と
同
様
、

13

中
越
地
震
は
道
路
、
都
市
ガ
ス
や
水

道
、
下
水
道
、
電
気
、
電
話
の
各
施

設
を
直
撃
。
市
民
生
活
に
大
き
な
打

撃
を
与
え
ま
し
た
。

道
路
と
い
う
道
路
は
、
至
る
所
で

大
打
撃
を
受
け
た

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

道

路

亀
裂
、
隆
起
・
陥
没
、
崩
落
、
が
け

崩
れ
、
そ
し
て
地
す
べ
り
も
発
生
し
、

目
を
覆
い
た
く
な
る
ほ
ど
の
被
害
を

被
り
ま
し
た
。

国
道
３
５
１
号
は
、
本
津
川
地
内

で
断
層
に
よ
り
大
き
く
引
き
裂
か
れ

た
ほ
か
、
乙
吉
交
差
点
（
長
岡
市
）

ま
で
の
間
が
随
所
で
寸
断
さ
れ
、
長

岡
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
見
附
市
（
桑

探
峠
）
経
由
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
、
栃
尾
市
を
視
察
し

た
泉
田
知
事
は
「
十
日
間
で
車
を
通

す
よ
う
に
」
と
、
担
当
者
に
指
示
し

ま
し
た
。
順
調
に
復
旧
工
事
が
進
み

開
通
目
前
の
八
日
、
再
び
震
度
五
弱

の
余
震
に
見
舞
わ
れ
地
す
べ
り
が
発

生
。
新
榎
ト
ン
ネ
ル
出
口(

長
岡
側)

で
新
た
に
道
路
が
崩
落
し
た
た
め
、

開
通
は
十
九
日
正
午
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
国
道
、
県
道
、
市
道

に
つ
い
て
も
、
甚
大
な
被
害
を
被
り

至
る
所
で
交
通
止
め
と
な
り
ま
し
た
。

県
と
市
は
、
復
旧
に
向
け
順
次
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
道
路
情
報
は
、
地
震
災
害

情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
作
動
や
ガ

ス
漏
れ
に
よ
り
、
一
部
の
家
庭
で
都

市
ガ
ス
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
復
帰

作
業
、
ガ
ス
漏
れ
修
理
工
事
を
行
っ

た
結
果
、
使
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
の
復
帰
作
業

に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

給
水
管
破
損
に
よ
る
漏

◆
上
水
道
…

水
や
停
電
、
道
路
の
陥
没
な
ど
に

伴
い
北
荷
頃
、
軽
井
沢
、
比
礼
、

本
津
川
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
が
、

漏
水
修
理
工
事
や
停
電
の
解
消
に

よ
り
順
次
通
水
し
ま
し
た
。

…
西
谷
方
面
お
よ
び
上

◆
簡
易
水
道

来
伝
の
簡
易
水
道
も
、
地
震
発
生

に
よ
り
断
水
と
な
り
ま
し
た
。
配

水

道

都
市
ガ
ス

水
池
の
点
検
・
修
理
、
漏
水
修
理

工
事
を
行
い
順
次
通
水
し
ま
し
た

が
、
相
次
ぐ
余
震
に
よ
り
再
び
断

水
。
復
旧
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

ま
た
、
配
水
池
が
地
す
べ
り
の

影
響
で
大
き
く
傾
き
、
県
道
栃
尾

守
門
線
の
寸
断
に
よ
り
資
材
の
運

搬
が
困
難
と
な
っ
た
新
山
簡
易
水

道
は
、
復
旧
に
時
間
を
要
し
、
通

水
で
き
た
の
は
十
一
月
二
十
日
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め
て

い
た
入
東
地
区
簡
易
水
道
は
、
取

水
口
、
導
水
管
、
配
水
管
な
ど
が

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
た
め
、
十

一
月
五
日
の
通
水
式
を
中
止
し
ま

し
た
。
今
後
、
早
期
復
旧
を
目
指

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

下
水
道
管
が
一
部
損
傷
し
た
ほ
か
、

道
路
が
陥
没
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
と
の

段
差
が
生
じ
た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
内

に
汚
水
が
た
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。

道
路
は
補
修
を
行
い
ま
し
た
が
、

段
差
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

地
震
の
発
生
と
同
時
に
、
大
野
町

の
一
部
と
西
谷
方
面
九
百
七
十
七
世

帯
が
停
電
し
た
た
め
、
東
北
電
力
に

早
期
復
旧
を
要
請
。
懸
命
の
作
業
と

電
源
車
の
配
置
に
よ
り
順
次
解
消
さ

れ
ま
し
た
が
、
半
蔵
金
と
田
代
の
全

家
庭
へ
の
通
電
が
確
認
さ
れ
た
の
は

十
月
三
十
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
各
家
庭
の

電
話
や
携
帯
電
話
が
か
か
り
に
く
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
安
否
確
認

の
た
め
の
県
内
外
か
ら
の
電
話
が
中

越
地
区
に
集
中
し
、
回
線
が
パ
ン
ク

状
態
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
停
電
に
伴
い
電
話
が
不
通

に
な
っ
た
地
域
で
は
、
黒
電
話
（
ア

ナ
ロ
グ
）
以
外
の
電
話
は
停
電
が
解

消
さ
れ
る
ま
で
不
通
と
な
り
ま
し
た
。

電

話

電

気

下
水
道

5
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約100ｍにわたって道路が崩落した林道道院線

法
面
が
来
伝
川
ま
で
崩
落
し
た

の
り
め
ん

市
道
赤
谷
来
伝
松
尾
線

大
き
く
傾
い
た
新
山
配
水
池

半
蔵
金
で
十
一
月
三
日
の
早
朝
、

地
震
が
発
生
し
た
翌
日
か
ら
避
難
生

活
を
し
て
い
た
男
性
が
倒
れ
救
急
搬

送
さ
れ
ま
し
た
が
、
収
容
先
の
病
院

で
死
亡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
た
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き

な
っ
た
人
、
家
具
な
ど
の
転
倒
に
よ

り
負
傷
し
た
人
、
逃
げ
る
途
中
に
転

倒
し
て
負
傷
し
た
人
の
ほ
か
、
後
片

づ
け
の
際
に
負
傷
し
た
人
な
ど
、
負

人

的

被

害

傷
者
は
重
傷
三
人
、
軽
傷
八
十
二
人

と
な
り
ま
し
た
。

◆
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

地
震
に
よ
り
被
災
し
た
建
物
は
、

そ
の
後
発
生
す
る
余
震
な
ど
で
倒
壊

し
た
り
、
物
が
落
下
し
た
り
し
て
人

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。そ

こ
で
市
は
、
国
お
よ
び
各
県
や

市
の
協
力
を
得
て
、
応
急
危
険
度
判

住
宅
に
大
き
な
被
害

定
士
（
都
道
府
県
知
事
が
認
め
た
建

築
技
術
者
）
に
よ
る
被
災
建
築
物
の

調
査
を
行
い
、
そ
の
建
築
物
が
使
用

で
き
る
か
否
か
応
急
的
に
判
定
し
ま

し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
赤
紙(

危

険)

、
黄
紙(

要
注
意)

、
緑
紙(

調
査

済)

の
張
り
紙
で
表
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
被
害
認
定
調
査

十
月
二
十
三
日
の
本
震
以
降
、
十

月
二
十
七
日
に
震
度
五
強
、
十
一
月

八
日
に
震
度
五
弱
の
余
震
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
は
職
員

に
よ
る
建
物
の
被
害
認
定
調
査
を
三

回
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
十
一
月
三
十
日
現

在
で
住
宅
の
全
壊
が
四
十
四
棟
、
大

規
模
半
壊
が
五
十
五
棟
、
半
壊
が
二

百
十
四
棟
、
一
部
損
壊
が
一
千
二
十

六
棟
と
、
大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し

た
。
ま
た
、
非
住
宅
も
公
共
施
設
十

六
棟
、
作
業
小
屋
や
車
庫
な
ど
七
百

八
十
一
棟
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

◆
二
次
災
害
の
未
然
防
止

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
地
震
は
夕
食

の
調
理
時
間
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

火
災
の
発
生
は
ゼ
ロ
。
三
人
が
や
け

ど
で
負
傷
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
二

次
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
た

場
合
震
度
五
以
上
の
地
震
で
自
動
的

に
ガ
ス
を
遮
断
す
る
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー
や
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
暖
房

器
具
の
普
及
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
な
ど
の
火
を

直
ち
に
消
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

冷
静
か
つ
沈
着
な
行
動
が
大
惨
事
を

未
然
に
防
い
だ
」
と
い
え
ま
す
。

た
め
池
決
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る

小
向
の
一
部
、
降
雨
に
よ
る
被
害
拡

大
の
恐
れ
が
あ
る
栗
山
沢
・
半
蔵
金

・
田
代
、
市
道
崩
落
の
恐
れ
が
あ
る

松
尾
、
土
留
め
擁
壁
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
る
上
来
伝
の
一
部
、
百
二
十
四
世

帯
三
百
十
人
に
避
難
勧
告
を
発
令
。

各
地
区
の
集
会
施
設
な
ど
に
避
難
い

た
だ
き
ま
し
た
。

田
代
集
落
は
、
県
道
栃
尾
山
古
志

線
が
寸
断
さ
れ
た
た
め
、
山
古
志
村

種
苧
原
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、
自
衛

隊
の
車
両
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用

し
長
岡
市
へ
一
時
避
難
。
そ
の
後
、

皆
楽
荘
で
避
難
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

避

難

勧

告

4
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新
潟
県
中
越
地
震
の
被
害
状
況

こ
の
た
び
の
中
越
地
震
で
被
災
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
二
十
三
日
午
後
五
時
五
十
六
分
に
震
度
六
弱
の
地
震
に
襲
わ
れ

た
当
市
で
は
、
そ
の
後
も
震
度
五
強
や
震
度
五
弱
の
強
い
余
震
が
続
き
、

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
栃
尾
市
消
防
本
部
で
震
度
一
以
上
の
余
震
を
百

六
十
六
回
観
測
。
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
越
地
震
発
生
か
ら
一
カ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
余
震
が
続
い
て
い

る
状
況
の
中
で
市
道
や
農
道
・
林
道
、
農
地
、
水
路
な
ど
の
被
害
状
況

調
査
に
は
相
当
な
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
が
、
十
一
月
三
十
日
現
在
の

被
害
状
況
調
査
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
被
害
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人的被害（人） 住宅被害（棟）
死 者 行方不明 重 傷 軽 傷 全 壊 大規模半壊 半 壊 一部損壊

１ － ３ ８２ ４４ ５５ ２１４ １,０２６

非住宅被害（棟）
公共施設 そ の 他

１６ ７８１

（１１月３０日現在）◆地震による被害状況

※非住宅については、全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊などの
区分はありません。

※現在も続いている余震や降雨、降雪などにより被害が拡大する
恐れがあります。くれぐれもご注意ください。



受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
二
年
か
ら
現
在
ま
で
十
四
年
に
わ
た

り
民
生
委
員
児
童
委
員
、
平
成
十
三
年
か
ら

現
在
ま
で
心
配
ご
と
相
談
員
を
歴
任
さ
れ
、

社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
現
在
ま
で
四
十
一

年
山
田
町
区
役
員
を
歴
任
し
、
そ
の
間
、
区

長
を
六
年
務
め
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
十
五
年
に
わ
た

さ
ん
（
山
田
町
）

田
村

耕
二

さ
ん
（
西
野
俣
）

多
田

徳
司

り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を
務
め
、
社
会
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
六
十
一
年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
六
年
西
野

俣
区
長
を
務
め
、
地
域
住
民
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
二
年
四
月
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
ま

で
十
四
年
に
わ
た
り
、
河
川
・
環
境
監
視
員

と
し
て
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
十
七
年
か
ら
現
在
ま
で
六
十
二
年
に

わ
た
り
、
栃
堀
巣
守
神
社
楽
人
会
会
員
と
し

て
、
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
民
俗
芸
能
で
市
の

無
形
文
化
財
「
栃
堀
神
楽
舞
」
の
継
承
と
保

存
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
継
者
育
成
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
五
年
の
平
地
区
土
地
区
画
整
理
組
合

設
立
か
ら
、
平
成
十
六
年
八
月
の
換
地
登
記

終
了
ま
で
十
一
年
に
わ
た
り
、
同
組
合
理
事

長
と
し
て
活
動
。
地
域
の
発
展
に
協
力
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ん
（
北
荷
頃
）

大
崎

尚
武

な

お

た

け

さ
ん
（
栃

堀
）

高
橋

兵
吉

ひ
ょ
う
き
ち

さ
ん
（

平

）

大
崎

芳
雄

7
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受 賞 者 の 皆 さ ん
大崎芳雄 多田徳司 高橋兵吉

稲田育彦 磯部晴雄 市 長 今井哲英 田村耕二 (敬称略)

受
賞
者
を
代
表
し
、
謝
辞
を

述
べ
る
磯
部
さ
ん

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
六
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
十
六
年
に

わ
た
り
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

お
よ
び
委
員
長
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の
進

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん
（
東

町
）

磯
部

晴
雄

一
般
褒
賞
を
受
け
ら
れ
た
人

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

平
成
二
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
十
三
年

に
わ
た
り
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

三
年
下
樫
出
区
長
、
平
成
十
一
年
七
月
か
ら

平
成
十
六
年
五
月
ま
で
農
業
委
員
会
委
員
、

平
成
六
年
か
ら
現
在
ま
で
市
交
通
安
全
協
会

副
会
長
を
歴
任
。
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
功
績

昭
和
五
十
八
年
か
ら
現
在
ま
で
二
十
一
年

に
わ
た
り
、
栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合
の
役

員
を
歴
任
し
、
そ
の
間
、
同
組
合
理
事
長
を

四
年
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
団
体

の
要
職
も
務
め
、
厳
し
い
繊
維
業
界
の
中
に

あ
っ
て
、
産
地
の
安
定
と
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ん
（
下
樫
出
）

今
井

哲
英

て

つ

え

い

さ
ん
（
大

町
）

稲
田

育
彦

や

す

ひ

こ

7
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「今後も市の指導者として、模範としてご尽力ください」と
式辞を述べる馬場市長

市
は
、
毎
年
十
一
月
三
日
の
文
化

の
日
に
、
永
年
に
わ
た
っ
て
市
政
の

発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
人
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

表
彰
の
対
象
に
な
る
の
は
、
自
治

の
発
展
や
振
興
、
教
育
・
文
化
の
向

上
、
市
民
福
祉
の
増
進
な
ど
に
力
を

注
が
れ
た
個
人
や
団
体
で
す
。

今
年
は
、
次
の
七
人
に
表
彰
状
、

一
人
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
市
政
の
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表彰状を受け取る受賞者



地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の

三
第
一
項
お
よ
び
栃
尾
市
財
政
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
平

成
十
六
年
度
上
期
（
四
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
百
十
五
億
七
百
三
十
五
万

円
で
、
そ
の
後
四
回
の
予
算
補
正
に

よ
り
、
九
月
末
現
在
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
百
六
十
四
億
一
千
三
百
七

十
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
予
算
総
額
に
対
し
、

収
入
済
額
は
五
十
一
億
八
千
七
百
六

十
五
万
五
千
円
で
、
予
算
総
額
に
占

め
る
割
合
は
三
一
・
六
％
。
ま
た
、

支
出
済
額
は
四
十
九
億
二
千
九
百
九

十
五
万
六
千
円
で
、
支
出
割
合
は
三

〇
・
〇
％
で
す
。

な
お
、
科
目
別
の
予
算
額
と
収
入

・
支
出
済
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

9
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平
成
十
六
年
度
予
算
の
執
行
状
況

（
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
現
在
）

一般会計市債現在高

市 有 財 産

特 別 会 計 市税の収納状況

企 業 会 計

会 計 名 区分 金 額
収 益 2億1,505万5 円千

ガ ス 事 業 費 用 1億8,745万9 円千
利 益 2,759万6 円千
収 益 2億1,794万6 円千

上水道事業 費 用 1億5,408万3 円千
利 益 6,386万3 円千

会 計 名 区 分 金 額
予算現額 18億7,005万9 円千
収入済額 8億5,667万8 円国民健康保険事業 千
支出済額 7億2,049万6 円千
予算現額 27億7,893万5 円千
収入済額 12億6,475万5 円老人保健医療 千
支出済額 12億4,699万0 円千
予算現額 10億6,762万7千円
収入済額 3億9,376万8 円下 水 道 事 業 千
支出済額 4億3,460万1 円千
予算現額 4,490万9 円千
収入済額 2,287万6 円簡易水道事業 千
支出済額 1,274万2 円千
予算現額 121万3 円千
収入済額 487万4 円工業団地造成事業 千
支出済額 0 円千
予算現額 1億0,147万6 円千
収入済額 1億2,832万3 円農業集落排水事業 千
支出済額 3,377万3 円千
予算現額 17億5,171万8 円千
収入済額 6億2,473万9 円介護保険事業 千
支出済額 6億0,853万0 円千
予算現額 2,158万4 円千
収入済額 1,229万5 円介護支援事業 千
支出済額 1,047万3 円千

区 分 現 在 高 等
土 地 1,339,195㎡
建 物 122,185㎡
有価証券出資等 4億4,625万1千円
積 財政調整基金 11億6,571万4千円
立 減 債 基 金 4億0,890万3千円
金 その他目的基金 14億4,774万0千円
土地開発基金現在高 6億1,488万1千円

借 入 先 現 在 高
財 務 省 65億2,059万3千円
郵 政 公 社 37億0,648万9千円
公営企業金融公庫 8億9,786万8千円
市 中 銀 行 等 12億7,262万2千円
共 済 組 合 等 3,183万9千円
新 潟 県 1億0,053万6千円
合 計 125億2,994万7千円

構成比科 目 収入済額
市 民 税 2億4,503万5千円 29.3
固定資産税 4億8,275万6千円 57.7
軽自動車税 5,242万9千円 6.2

5,661万5千円 6.8市町村たばこ税
0千円 0.0特別土地保有税

入 湯 税 3万0千円 0.0
合 計 8億3,686万5千円 100.0

予

算

総

額

歳
入
・
歳
出
の
状
況
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馬
場
市
長
が
、
「
五
月
十
九
日
開

催
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
修
正

議
決
さ
れ
た
『
合
併
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
条

例
』
に
基
づ
き
、
十
一
月
七
日
に
実

施
さ
れ
た
住
民
投
票
で
は
、
投
票
率

七
二
・
四
六
％
、
合
併
に
賛
成
九
、

六
五
五
票(

六
五
・
〇
三
％)

、
合
併

に
反
対
五
、
一
九
三
票(

三
四
・
九

七
％)

で
、
合
併
に
賛
成
が
反
対
を

四
、
四
六
二
票
上
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
住
民
投
票
結
果
を
踏
ま
え
て
、

地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二

第
一
項
お
よ
び
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
長
岡
市
お
よ
び
栃

尾
市
の
合
併
に
よ
る
新
市
の
建
設
に

関
す
る
基
本
的
な
計
画
の
作
成
そ
の

他
合
併
に
関
す
る
協
議
を
行
う
た
め
、

別
紙
の
と
お
り
規
約
を
定
め
、
長
岡

市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
を
設
置
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、

提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
議
案
「
長
岡

市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
の
設
置
に

つ
い
て
」
は
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

自
立
対
策
特
別
委
員
会
の
経
過
報

告
が
行
わ
れ
、
委
員
長
は
「
二
月
の

臨
時
会
で
設
置
し
た
自
立
対
策
特
別

委
員
会
で
自
立
の
道
を
検
討
し
て
き

た
が
、
十
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
合

併
の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
で
栃
尾

市
民
は
長
岡
市
と
の
合
併
を
選
択
し

た
こ
と
か
ら
、
自
立
の
道
を
探
る
調

査
・
研
究
の
余
地
が
な
く
な
っ
た
の

で
特
別
委
員
会
を
廃
止
し
た
い
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
を
受
け
、
廃
止
に
つ
い

て
審
議
し
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
全

会
一
致
で
自
立
対
策
特
別
委
員
会
を

廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
自
立
対
策
特
別
委
員
会

を
廃
止
し
ま
し
た

議
員
発
議
に
よ
り
、
委
員
十
九
人

で
構
成
し
合
併
に
関
し
必
要
な
調
査

・
研
究
を
行
う
「
合
併
対
策
特
別
委

員
会
」
を
新
た
に
設
置
す
る
議
案
が

上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
委
員
長
に
諸
橋
虎
雄
議
員
、

副
委
員
長
に
鈴
木
正
一
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

◇
合
併
対
策
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た

8
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さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
と
栃
尾
市
で
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の
議
案

「
長
岡
市
・
栃
尾
市
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
立
対
策
特
別
委
員
会
を
廃
止
し
、
新
た
に
合
併
対
策
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

平成１６年第８回

臨 時 会

｢

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置｣

を
可
決 提案理由の説明を行う馬場市長

合
併
対
策
特
別
委
員
会

荒
木
俊
郎
、
長
谷
川
一
作
、
飯

　
與
衞
、
西
片
美
津
男
、
多
田

一
、
鎌
田
敏
雄
、
高
橋
昭
一
、

斎
藤
陽
雄
、
葛
綿
清
、
大
崎
嘉

昭
、
杵
渕
俊
久
、
高
見
美
加
、

伊
東
喜
代
一
、
鈴
木
正
一
、
藤

田
君
男
、
諸
橋
虎
雄
、
酒
井
猶

一
、
林
欣
治
、
荒
木
幸
男

中越地震の影響で議場を４０４会議室に移して開催した市議会
臨時会。傍聴者は、４階のホールに設置されたモニターテレビ
で審議の行方を見守りました



県
内
の
二
十
九
団
体
約
六
百
人
の

選
手
が
参
加
し
開
催
。
栃
尾
市
剣
道

連
盟
が
健
闘
し
ま
し
た
。

【
団
体
戦
】

優
勝

高
校
女
子
の
部

佐
藤

舞
子
（
本

所
）

先
鋒

湯
谷

綾
（

）

次
鋒

滝
の
下
町

千
野

真
澄
（

中

）

中
堅

諸
橋

摩
耶
（
北
荷
頃
）

副
将

惣
角

美
紀
（
入
塩
川
）

大
将

３
位

高
校
男
子
の
部

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

先
鋒

熊
倉

孝
（

泉

）

次
鋒

楡
金

慶
大
（
新

町
）

中
堅

よ
し
ひ
ろ

小
林

健
悟
（
谷
内
一
）

副
将

外
山

幹
也
（
小

貫
）

大
将

３
位

歳
以
上
の
部

36

吉
原

芳
文
（
二
日
町
）

先
鋒

星

日
出
生
（
上
樫
出
）

次
鋒

中
澤

隆
史
（
長
岡
市
）

中
堅

外
山

弘
作
（
小

貫
）

副
将

小
浦
方
秀
樹
（
新
栄
町
）

大
将

【
個
人
戦
】

第

回
新
潟
県
剣
道
大
会

53

／

五
泉
市

10

17

高
校
女
子
の
部

千
野

真
澄
（

中

）

優
勝

２

湯
谷

綾
（

）

位

滝
の
下
町

高
校
男
子
の
部

三
本

将
太
（
一
之
貝
）

優
勝

歳
代
の
部

40

吉
原

芳
文
（
二
日
町
）

３
位

と
ち
お
花
企
画
は
、
今
年
も
花
い

っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
団

体
の
部
に

、
学
校
の
部
に

、
保

30

10

育
所(

園)

の
部
に

の
合
計

団
体

11

51

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
崎
司
さ
ん(

金
沢)

、
堀
克
巳
さ
ん

(

巻
渕)

、
佐
々
木
芳
夫
さ
ん(

大
町)

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
団
体
の
部

大
町
花
の
会

▽
学
校
の
部

栃
尾
南
小
学
校

▽
保
育
所(

園)

の
部

栃
尾
天
使
幼
稚
園

五
月
八
日
か
ら
二
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
戦
っ
た
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
親
善
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
決
定
戦
・

第

回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

13
ボ
ー
ル
親
善
リ
ー
グ
戦

第

回
栃
尾
市

13花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

三
位
決
定
戦
が
十
月
二
十
一
日
、
総

合
体
育
館
で
行
わ
れ
六
カ
月
間
の
熱

戦
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

上
の
原
ク
ラ
ブ

優

勝

あ
か
ね

２

位

ほ
な
み

３

位

ひ
ま
わ
り

敢
闘
賞

２位 あかね３位 ほなみ 優勝 上の原クラブ

　
外
か
ら
帰
っ
た
後
は
必
ず｢

う
が

い｣｢

手
洗
い｣

を
し
ま
し
ょ
う

う
が
い
を
す
る
こ
と
で
、
の
ど

の
粘
膜
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
洗

い
流
し
ま
す
。
の
ど
の
奥
ま
で
う

が
い
液
が
届
く
よ
う
に
何
回
も
繰

り
返
し
ま
し
ょ
う
。
番
茶
で
も
効

き
目
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
触

れ
る
手
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
外
か
ら
帰
っ
た
ら
す
ぐ

に
手
洗
い
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
鼻
や
の
ど
の
粘
膜
を
荒
ら
さ
な
い

乾
い
た
空
気
は
鼻
や
の
ど
の
粘

膜
を
荒
ら
し
ま
す
。
加
湿
器
を
利

用
す
る
な
ど
部
屋
の
湿
度
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

　
急
激
な
温
度
差
に
は
注
意

ふ
ろ
上
が
り
や
暖
房
の
効
き
過

ぎ
た
室
内
か
ら
、
急
に
寒
い
外
へ

出
る
と
き
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
邪
を
寄
せ
つ
け
な
い
体
づ
く
り

夜
更
か
し
は
せ
ず
、
規
則
正
し

い
生
活
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン

◇
ひ
か
な
い
た
め
に

ス
の
と
れ
た
食
事
を
取
り
ま
し
ょ

う
。

　
安
静
に
す
る

安
静
に
す
る
こ
と
で
、
風
邪
の

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
の
生
産

が
盛
ん
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
早
い
時
期
に
安
静
に
す

る
ほ
ど
効
果
が
あ
り
ま
す
。
無
理

せ
ず
早
め
に
休
み
ま
し
ょ
う
。

　
体
を
温
か
く
保
ち
ま
し
ょ
う

脳
の
体
温
調
節
中
枢
の
調
子
が

狂
い
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
い
か

な
く
な
り
ま
す
。
ひ
き
始
め
か
ら

体
を
温
か
く
保
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
温
か
く
消
化
の
良
い
も
の
を
食
べ

ま
し
ょ
う

体
力
が
低
下
す
る
と
と
も
に
胃

腸
の
働
き
も
鈍
り
ま
す
。
鍋
物
や

煮
込
み
う
ど
ん
な
ど
、
温
か
く
消

化
の
良
い
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り

問
合
せ

係

‐
５
８
３
６

52

◇
ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら

11

|||||広報とちお16.12.5|||||

健
康
一
口
メ
モ

風
邪
の
予
防
と
対
策

10

|||||広報とちお16.12.5|||||

新鮮野菜がたっぷり入った熱々の豚汁
を振る舞う婦人会の皆さん

まちの話題

学
問
の
神
様
、
菅
原
道

真
公
を
祭
っ
た
上
来
伝
の

菅
原
神
社
で
、
合
格
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
越
地
震
で
鳥
居
な
ど

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

地
元
住
民
は
「
地
震
に
負

け
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
願
い
実
施
。
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
大
勢
の
受
験
生

と
そ
の
家
族
は
、
熱
心
に
合
格
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
は
、
宮
司
が
一
人
ひ
と
り
名
前
を
読
み
上
げ
、

「
地
震
や
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で
、
真
剣
に
学
ぶ
姿
は
人

々
を
勇
気
付
け
ま
す
」
と
受
験
生
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

「
地
震
に
負
け
ず
頑
張
ろ
う
」

／

合
格
祈
願
祭
11

28
お祓いを受け合格を祈る参拝者

さ
ん
に
、
お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

手
先
が
器
用
で
、
若
い
と
き
は
糸
く
り
の
仕

事
を
し
て
い
た
西
井
さ
ん
。
最
近
は
、
苑
内
を

車
い
す
で
散
歩
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

／
４

現
金
強
奪
の
防
犯
訓
練
11

金
融
機
関
の
窓
口
に
お
け
る
現
金
強

奪
事
件
を
想
定
し
た
防
犯
訓
練
が
、
北

越
銀
行
栃
尾
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
警
察
署
員
ふ
ん
す
る
犯
人
二
人

が
侵
入
し
、
一
人
が
人
質
の
女
性
行
員

に
包
丁
を
突
き
つ
け
、
も
う
一
人
は
拳

銃
で
威
嚇
発
砲
し
な
が
ら
窓
口
カ
ウ
ン

い

か

く

タ
ー
に
上
が
り
、
現
金
を
要
求
。
支
店

長
が
時
間
を
稼
ぎ
な
が
ら
現
金
を
袋
に

詰
め
て
渡
す
と
、
犯
人
は
車
で
逃
走
し

ま
し
た
。
行
員
た
ち
は
、
か
け
つ
け
た

警
察
官
に
犯
人
の
人
相
や
服
装
な
ど
を

報
告
し
、
自
分
た
ち
の
記
憶
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
で
防
犯
カ
ラ
ー
ボ
ー

ル
の
投
て
き
訓
練
も
行
い
、
投
げ
方
や

狙
う
場
所
な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

お祝い状と記念品が贈られた
西井さん

犯
人
役
の
署
員
が
拳
銃
を
構
え｢

金
を
出

せ
！｣

と
迫
力
あ
る
演
技
を
し
た
訓
練

西井カヨさん（いずみ苑）に

11／４白寿 のお祝い

田
舎
の
親
類
村
「
菅
畑
」
で

／

元
気
野
菜
祭
り
11

14

田
舎
の
親
類
村
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
菅
畑
区
で
は
、
今
年
も

元
気
野
菜
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

台
風
や
長
雨
な
ど
の
異
常
気
象

の
影
響
で
、
全
国
的
に
野
菜
の
値

段
が
高
騰
し
て
い
る
昨
今
、
値
段

は
昨
年
並
み
に
据
え
置
き
と
あ
っ

て
大
好
評
。
育
苗
ハ
ウ
ス
内
に
所

狭
し
と
並
べ
ら
れ
た
採
れ
た
て
新

鮮
野
菜
の
山
は
、
見
る
見
る
う
ち

に
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
余
震
が
続
く
中
で
祭
り

を
楽
し
み
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
た

ち
に
は
、
も
み
が
ら
釜
で
炊
い
た

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
新
鮮
野
菜
の

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
心
温
ま

る
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

求
め
る
人
た
ち

国道290号の赤谷～吹谷間は、12月２日から通行可能になりました





放
送
大
学
で
は
、
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

同
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で

す
。

募
集
学
生

▽
教
養
学
部
…
全
科
生
、
選
科
生
、

科
目
生

▽
大
学
院
…
修
士
選
科
生
、
修
士

放
送
大
学
学
生
募
集

美
術
館市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

｢
日
本
画
講
座
・
陶
芸
講
座

○
Ｏ
Ｂ
会
合
同
作
品
展｣

(

日
本
画
講
座
・
陶
芸
講
座

Ｏ
Ｂ
会)

／

〜
１
／

12

12
（日）

23
（日）

広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-
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栃
尾
市
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
る
た
め
、
奨
学
金
貸
与
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
勉
学
の
意
欲
が
あ

り
な
が
ら
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
学
費
を
無

利
子
で
貸
与
す
る
制
度
で
す
。

高
校
、
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課

程
）
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

大
学
（
短
大
含
む
）
に
在
学
ま
た
は

進
学
し
、
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該

当
す
る
人
で
す
。

○
栃
尾
市
に
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
世
帯
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

○
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

人
○
経
済
的
理
由
で
学
資
の
支
出
が
困

難
な
人

○
市
税
の
滞
納
が
無
い
世
帯
で
あ
る

こ
と

○
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
…
一
万
円

○
高
等
専
門
学
校
…
一
万
五
千
円

○
専
修
学
校
…
二
万
円

奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

奨
学
金
の
額
（
月
額
）

○
大
学
（
短
大
含
む
）
…
三
万
円

○
貸
与
期
間
終
了
後
、
６
カ
月
を
経

過
し
た
後
８
年
以
内
（
貸
与
総
額

万
円
以
下
は
５
年
以
内
）
に
返

80済
※
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。

○
申
請
書
類
お
よ
び
募
集
要
項
は
、

教
育
委
員
会
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
。

○
申
請
に
は
、
①
出
身
学
校
ま
た
は

在
学
学
校
長
の
推
せ
ん
書
②
成
績

証
明
書
③
住
民
票
謄
本
（
世
帯
全

員
）
④
世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

⑤
世
帯
全
員
の
納
税
状
況
確
認
同

意
書
⑥
合
格
通
知
書
の
写
が
必
要

で
す
。

○
申
請
期
限

３
月

日

ま
で

31

（木）

※
奨
学
金
の
貸
与
の
決
定
を
受
け
た

人
は
、
市
内
に
住
所
を
有
し
、
独

立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
で
市
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
保
証
人
が
必

要
で
す
。

教
育
委
員
会
庶

申
請
先
・
問
合
せ

務
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
）

‐
１
１
１
７

52

奨
学
金
の
返
済
方
法

奨
学
金
の
手
続
き

国
で
は
、
中
越
地
震
の
被
災
者
に

対
す
る
所
得
税
な
ど
の
国
税
の
特
例

措
置
と
し
て
、

○
雑
損
控
除
ま
た
は
減
免

○
申
告
な
ど
の
期
限
延
長

○
納
税
の
猶
予

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

長
岡
税
務
署

‐
２
０

問
合
せ

35

７
０

中
越
地
震
で
延
期
と
な
っ
た
長
岡

地
域
Ｉ
Ｔ
推
進
事
業
の
日
程
が
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
時
間
や
会
場
、
内
容
な
ど

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

広
報
と
ち
お

月
５
日
号
を
ご
覧
く

11

だ
さ
い
。

◆
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
コ
ー
ス
（
長
岡
）

１
／

、
２
／
３

と

き

31
（月）

（木）

・
７

・
（月）

10
（木）

◆
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
コ
ー
ス

２
／
１

・
２

・
８

と

き

（火）

（水）

・
９

（火）

（水）

◆
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
コ
ー
ス

２
／

・

・

と

き

15
（火）

16
（水）

22

・
（火）

23
（水）

◆
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｐ
ａ
ｇ
ｅ
コ
ー
ス

長
岡
地
域
Ｉ
Ｔ
推
進

事
業
の
日
程
変
更

被
災
さ
れ
た
人
に
対
す
る

国
税
の
特
例
措
置

２
／

・

・

と

き

14
（月）

18
（金）

21

・
（月）

25
（金）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

※

月

日

長
岡
市
厚
生
会
館
で

12

19

（日）

開
催
予
定
の｢

Ｉ
Ｔ
講
演
会｣

は
、

延
期
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
日
は

未
定
で
す
。

１
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

24

（月）

で
に
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

‐
６
０
６
７

‐
６
０
６
８

あ

37

37

県
で
は
、
中
越
地
震
で
被
災
し
た

施
設
の
変
更
工
事
お
よ
び
自
宅
が
被

災
し
た
人
が
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
関

係
な
ど
の
免
状
を
紛
失
・
汚
損
に
よ

り
再
交
付
な
ど
を
す
る
場
合
、
手
数

料
を
免
除
し
ま
す
。

◎
高
圧
ガ
ス
保
安
法
関
係

▽
製
造
施
設
・
第
一
種
貯
蔵
所
変

更
許
可
▽
完
成
検
査
▽
製
造
保
安

責
任
者
・
販
売
主
任
者
免
状
再
交

付
◎
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及

び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

関
係

▽
貯
蔵
施
設
・
充
て
ん
設
備
の
変

更
許
可
▽
完
成
検
査
▽
液
化
石
油

ガ
ス
設
備
士
免
状
再
交
付
お
よ
び

書
き
換
え

高
圧
ガ
ス
保
安
法
関
係

な
ど
の
手
数
料
を
免
除

◎
消
防
法
関
係

▽
危
険
物
取
扱
主
任
者
・
消
防
設

備
士
免
状
再
交
付

◎
火
薬
類
取
締
法
関
係

▽
製
造
施
設
変
更
の
完
成
検
査
▽

製
造
保
安
責
任
者
・
取
扱
保
安
責

任
者
免
状
再
交
付

平
成

年
３
月
末
ま
で

免
除
期
間

17

※
り
災
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

県
県
民
生
活
・
環
境
部
防

問
合
せ

災
局
消
防
課
高
圧
ガ
ス
保
安
係

０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
４
６
ま

た
は
、
同
予
防
係

０
２
５
‐
２

８
０
‐
５
１
４
７

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機

構
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
や
会
社

の
倒
産
・
失
業
な
ど
で
家
計
が
急
変

し
、
緊
急
に
奨
学
金
が
必
要
と
な
っ

た
学
生
・
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、

奨
学
金
の
緊
急
・
応
用
採
用
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
在
学
し
て
い
る

学
校
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学

問
合
せ

事
業
相
談
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０

‐
０
３
‐
７
２
４
０

http://w
ww.jasso.go.jp/

日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金
緊
急
採
用
制
度

|||||広報とちお16.12.5|||||

〜
申
し
込
み
は
３
月

日
ま
で
〜

31

栃
尾
市
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

美術館は12月28日(火)～１月３日(月)休館します 53 6300-



平成16年

12.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳児歯
科健診、２歳６カ月児歯科健
診、３歳児歯科健診では、歯
科健診がありますので健診前
に歯を磨いておいてください。
また、希望者にフッ素塗布を
実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

くん藤田 成都
な つ

（上の原町）
12月８日
３歳児

健診会場で

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

16年７・８月ツベルクリン １月26日(水)反応検査
判定・ＢＣＧ 16年７・８月１月28日(金)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月25日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎子育てについて相談のある人はおいでください。

栄養士、保健師、助産師ほか相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月26日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
１月14日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月

４ カ 月 児 健 診 １月11日(火) 16年8･9月生まれ

１歳６カ月児健診 １月13日(木) 15年5･6月生まれ

14年12月生まれ
２歳児歯科健診 １月20日(木)

15年１月生まれ

１月19日(水) 14年６月生まれ２歳６カ月児歯科健診

３歳児歯科健診 １月19日(水) 13年12月生まれ

市役所 年末年始の休み
12月29日(水)～１月３日(月)

市
役
所
は
、
次
の
表
の
と
お
り
年
末
年
始
の

休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
の
急
用
が
発

生
し
た
場
合
は
、
市
役
所
当
直
担
当
者
（
市

役
所
１
階
当
直
室
に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間

24

体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

○
急
用
の
場
合

‐
２
１
５
１

52

○
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
場
合

‐
５
８
２
６

52

◆清掃業務年末年始予定表
ゴ ミ 収 集 直接持ち込み

水曜日の収集区域のみ収集 午後５時まで受付12/29(水)

木曜日の収集区域のみ収集 午後５時まで受付12/30(木)

午前中のみ受付
12/31(金) 金曜日の収集区域のみ収集

午後休み

休 み 休 み１/１(土)

休 み 休 み１/２(日)

休 み 休 み１/３(月)

◎｢午前中｣は、朝８時30分からお昼の12時までです

ゴ
ミ
収
集
は
、
下
表
の
よ
う
に
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃
家
電
製
品

な
ど
を
、
直
接
楡
原
地
内
の
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
人
は
、
下
表
に
よ
り

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
収
集
は
休
み
ま
す
。
新
年
の

収
集
は
４
日

か
ら
で
す
。

（火）

１
月
と
２
月
の
収

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
…

集
は
休
み
ま
す
。
（
直
接
搬
入
は
可
）

年
末
は
、
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５
６
７
‐

８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

○
清
掃
業
務

‐
２
４
７
７

53

施

設

名

年
末
年
始
の
休
み

市
役
所
お
よ
び
各
施
設

／

〜
１
／
３

12

29

３

美
術
館

／

〜
１
／

12

28

お
り
な
す

／

〜
１
／
３

12

29

市
民
会
館
、
総
合
体
育
館
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書
室

３

／

〜
１
／

12

29

人口 ２４,２３３人 男 １１,８３４人 女 １２,３９９人 世帯数 ７,４３１
市のようす

11月末現在

県
で
は
、
県
内
の
雪
情
報
を
携
帯

電
話
な
ど
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

栃
尾
市
を
含
む
県
内

提
供
情
報

37

地
点
の
降
雪
量
予
測
お
よ
び
気
象

情
報(

１
日
２
回
、

時
と

時

10

16

に
更
新)

、
注
意
報
・
警
報
、
降

積
雪
統
計
デ
ー
タ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
み
）
、
道
路
な
ど
の
各
種

情
報
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク

利
用
方
法

http://w

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ww.pref.niigata.jp/yuki/
http://www.pre

▽
携
帯
電
話

f.niigata.jp/yuki/k/

０
２
５
‐
２
８
１
‐

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ

県
内
の
雪
情
報
提
供

９
１
９
１平

成

年
３
月

日

提
供
期
間

17

31

（木）

ま
で

県
総
合
政
策
部
地
域
政
策

問
合
せ

課
雪
対
策
室

０
２
５
‐
２
８
０

‐
５
０
９
６

あ
な
た
の
今
、
今
後
に
役
立
つ
能

力
開
発
情
報
の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
に
関
す
る
講
習
会
で
す
。

１
月

日

〜

日

、

と

き

19

（水）

21

（金）

い
ず
れ
も

時
〜

時

分

10

15

30

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

(

長
岡
市
住
吉
３
‐
１
‐
１)

人
（
先
着
順
）

定

員

20

求
職
者
対
象

キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー

無

料

参
加
費

雇
用
・
能
力
開

申
込
み
・
問
合
せ

発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

０
２
５

‐
２
４
０
‐
０
５
３
１

県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
で
は
、

社
会
的
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
大
学
育
英
資
金
貸
与
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
交
通
事
故
や
病
気

な
ど
で
親
を
亡
く
し
、
学
資
の
支
払

い
が
困
難
な
人
に
、
学
費
を
無
利
子

で
貸
与
す
る
制
度
で
す
。

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該

対
象
者

当
す
る
人

○
県
内
に
在
住
し
、
４
年
制
大
学

に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
人

○
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を

亡
く
し
た
人

○
家
計
の
都
合
で
、
進
学
後
の
学

資
の
支
払
い
が
困
難
な
人

若
干
名

募
集
人
数

月
額
２
万
円

奨
学
金

卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終

返
還
方
法

了
し
た
翌
月
か
ら
８
年
以
内
（
年

間
返
還
額

万
円
以
上
）
に
返
済

12

※
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。

１
月

日

ま
で

応
募
期
間

31

（月）

書
類
審
査

採
用
方
法

そ
の
他

県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

奨
学
生
募
集

｢はたちの献血｣キャンペーン

新たに成人式を迎える「はたち」の皆さ
ん、おめでとうございます。１月１日から
２月28日まで全国一斉に、「はたちの献
血」キャンペーンが行われます。
血液は人工的に作ることができません。

新成人の記念に、皆さんの善意で献血に協
力をお願いします。
◎献血バスがやってきます

１月５日（水）10時～12時30分と き
・13時30分～15時30分

市民会館ところ
保健福祉課 ５２‐５８３６問合せ

◎長岡きたまち献血ルーム
年中無休（大晦日、元旦は休と き

み）９時30分～17時
長岡市喜多町１１１３ところ

※成分献血に協力ください。
０１２０‐０５６３３９問合せ い

道
の
駅｢

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

か
ら
の
お
知
ら
せ

○
休
憩
コ
ー
ナ
ー

｢

お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
展｣

お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の
会)

(／

〜
１
／
５

12

28
（火）

（水）

○
年
末
年
始
の
休
館
日

／

・
１
／
１

12

31
（金）

（土）

○
営

業
１
／
２

・
３

は

時

（日）

（月）

10

〜

時
、
４

か
ら
平
常
通

15

（火）

り(

時
〜

時)

10

18

※
レ
ス
ト
ラ
ン
は
３
日

か
（月）

ら
営
業
し
ま
す
。

死者 傷者交通事故
11月 4件

16年累計 70件

0 人

1 人

5人

73人

～歩行者もドライバーもゆとりある行動を心がけ、

無事故で１年間を締めくくりましょう～



１
月

日

・

日

９

と

き

29

（土）

30

（日）

時

分
〜

時

分
（
日
帰
り
）

30

15

30

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ

と
こ
ろ

ー
場

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

対

象
務
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

で
、
２
日
間
参
加
で
き
る
人

人
（
先
着
順
）

定

員

30▽
小
学
生
…
二
千
円
▽
中

参
加
費

学
生
…
二
千
六
百
千
円
▽
高
校
生

以
上
…
三
千
円
（
２
日
間
の
リ
フ

ト
代
、
保
険
料
な
ど
）

※
シ
ー
ズ
ン
券
保
有
者
は
千
円

市
民
ス
キ
ー
教
室

▽
現
地
集
合
・
解
散
▽
ス

そ
の
他

キ
ー
用
具
、
昼
食
、
着
替
え
な
ど

は
各
自
用
意
▽
用
具
は
、
ア
ル
ペ

ン
用
と
す
る
▽
降
雪
の
状
況
に
よ

り
変
更
、
中
止
す
る
場
合
あ
り

１
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

11

（火）

ら

日

ま
で
に
参
加
費
を
添
え

14

（金）

て
総
合
体
育
館

‐
５
５
７
１

52

１
月

日

９
時
受
付

と

き

16

（日）

文
化
セ
ン
タ
ー｢

和
室｣

と
こ
ろ

高
校
生
以
上

対

象

新
年
お
よ
び
当
季
雑
詠
３

投

句
句
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

千
円

投
句
料

１
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

12

（水）

で
に
投
句
料
を
添
え
て
公
民
館

‐
２
０
２
０

52
出
発
日
・
対
象

１
月
５
日

月
５
日
〜
２
月

（水）

12

５
日
の
更
新
者
（
栃
尾
警
察
署

バ
ス
停
９
時
発
）

第

回
新
春
俳
句
会

22
そ
の
他

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

‐
５
２
１
３

52

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日

練
習
日

▽
園
児
（
５
歳

対
象
・
練
習
時
間

児
か
ら
）
・
初
心
者
…

時
〜

19

20

時

分
▽
小
学
生
低
学
年
…

時

30

19

分
〜

時
▽
小
学
生
高
学
年
以

30

21

上
…

時

分
〜

時

分

19

30

21

30

総
合
体
育
館

練
習
場
所

月
額
二
千
円

会

費

栃
尾
空
手
道
会

申
込
み
・
問
合
せ

・
斉
藤

０
９
０
‐
９
７
４
６
‐

８
８
３
５

◆｢

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置｣

説
明
会

厚
生
労
働
省
で
は
、
中
越
大
震

災
の
影
響
で
、
事
業
活
動
の
縮
小

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
業
主

が
行
う
雇
用
維
持
を
支
援
す
る
た

め
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措

置
を
、

月

日

か
ら
１
年
間

11

19

（金）

適
用
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
に
対
し

て
休
業
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、
支

栃
尾
空
手
道
会

会
員
募
集

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

か
ら
の
お
知
ら
せ

払
う
休
業
手
当
て
な
ど
の
一
部
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
は
事
前
届
け
出
が
必
要

で
す
。
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日

時

分

と

き

12

27

（月）
13

30

〜

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

と
こ
ろ

◆
平
成

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予

17

定
者
を
採
用
す
る
企
業
へ
の
お
願

い
中
越
大
震
災
に
よ
る
採
用
内
定

取
り
消
し
や
、
採
用
時
期
の
繰
り

下
げ
な
ど
は
極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

◆
長
岡
・
小
千
谷
地
区
合
同
就
職
面

接
会

２
月

日

時

分

と

き

16

（水）
13

30

〜

時
16

ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

平
成

年
３
月
新
規
学

対

象

17

校
卒
業
予
定
者
お
よ
び
一
般
求

職
者

参
加
企
業
（
約

社
）

内

容

80

と
の
個
別
面
談

※
参
加
企
業
募
集
中
！

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

問
合
せ

32

‐
１
１
８
１

東
北
電
力
で
は
、
中
越
大
震
災
の

東
北
電
力
㈱

電
気
料
金
な
ど
の

特
別
措
置

被
災
者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、

次
の
特
別
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

①
電
気
料
金
の
遅
収
加
算
額
の
免
除

お
よ
び
支
払
期
限
の
延
伸

月
分
、

月
分
お
よ
び

月

10

11

12

分
は
、
早
収
期
間
が
過
ぎ
た
場
合

の
遅
収
加
算
額(

料
金
の
３
％)

を

免
除
し
ま
す
。

ま
た
、
支
払
期
限
を

月
分

10

（
早
収
期
間
日
が

月

日
以
降

10

23

と
な
る
も
の
に
限
る
）
は
３
カ
月
、

月
分
は
２
カ
月
、

月
分
は
１

11

12

カ
月
延
長
し
ま
す
。

②
電
気
料
金
の
精
算
の
免
除

新
・
増
設
後
１
年
未
満
で
契
約

を
廃
止
ま
た
は
減
少
す
る
場
合
は
、

電
気
料
金
お
よ
び
工
事
費
の
精
算

を
行
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
東
北
電
力
㈱
に

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

東
北
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン

問
合
せ

タ
ー

０
１
２
０
‐
１
７
５
４
６
６

い

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 16.12.18

雪
掘
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

雪
掘
り
に
協
力
い
た
だ
け
る
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

栃
尾
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

問
合
せ

ア
セ
ン
タ
ー

‐
３
３
１

52

１

美
術
館

｢

常
設
展
Ⅲ｣

所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
冬
を

題
材
に
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

月

日

〜
３
月

と

き

12

21

（火）

末
こ
ろ
、
９
時
〜

時
（
観

17

覧
券
の
発
売
は

時

分
ま

16

30

で
）
、
月
曜
休
館

一
般
…
二
百
円
、
高

観
覧
料

校
・
大
学
生
…
百
五
十
円
、

小
・
中
学
生
…
百
円

美
術
館

‐
６
３

問
合
せ

53

０
０

文化センター

ギャラリーとちお
◆版画展(栃尾市版画同好会) １／５(水)～16(日)

中
越
大
震
災
の
被
災
者
を
対
象
に
、

住
宅
用
家
屋
証
明
の
申
請
手
数
料
を

免
除
し
ま
す
。
必
要
書
類
の
ほ
か
に
、

り
災
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
家
屋
証
明
は
、
家
屋
を
新

築
ま
た
は
取
得
し
た
場
合
、
所
有
権

の
保
存
登
記
お
よ
び
移
転
登
記
、
抵

当
権
の
設
定
登
記
に
対
す
る
税
率
の

軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

証
明
で
す
。

当
分
の
間

免
除
の
期
間建

設
課
道
路
住
宅
係

問
合
せ

‐
５
８
２
５

53

新
年
の
思
い
を
筆
に
込
め
、
出
品

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

対

象
務
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人

部

門
第
１
部
…
小
学
生
の
部

第
２
部
…
中
学
生
の
部

第
３
部
…
高
校
生･

一
般
の
部

出
品
方
法
・
規
格

①
出
品
は
一
人
一
点
と
す
る

②
小･

中
学
生
の
部
は
半
切
四
分

の
一
以
内
（
約
縦

㎝
×
横

68

17

市
民
書
き
初
め
展

作
品
募
集

住
宅
用
家
屋
証
明

申
請
手
数
料
の
免
除

㎝)

、
高
校
生･

一
般
の
部
は
半

切
（
約
縦

㎝
×
横

㎝
）
で
、

135

35

裏
打
ち
し
た
表
装
か
仮
巻
き
、

ま
た
は
額
装

③
題
材
、
書
体
は
自
由
。
た
だ
し
、

高
校
生･

一
般
の
部
は
出
品
票

と
釈
文
票(

公
民
館
で
用
意)

を

付
け
る

④
作
品
に
は
氏
名
を
記
入
の
こ
と

(

受
付
場
所

公
民
館)
搬
入
・
受
付

小･

中
学
生
の
部
…
学
校
で
ま
と

め
て
出
品

高
校
生･
一
般
の
部
…
１
月

日
18

８
時

分
〜

時

（火）

30

20

無

料

出
品
料

優
秀
作
品
に
は
特
別
賞
、

表

彰
奨
励
賞
ほ
か
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

１
月

日

〜
２
月

日

展

示

27

（木）

13

文
化
セ
ン
タ
ー｢

展
示
室｣

（日）

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

栃
尾
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

人
名
簿
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お

12
届
け
す
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
し
な
い
場
合
は
、
一
年
間
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
権
が
な
く
な

申
告
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿

り
ま
す
。農

業
委
員
会
事
務
局

問
合
せ

‐
２
１
５
３

52

１
月
９
日

時
〜

と

き

（日）
10

市
民
会
館

と
こ
ろ

※
当
日
は
、
８
時

分
に
消
防
署
の

30

サ
イ
レ
ン
を

秒
間
鳴
ら
し
ま
す
。

30

消
防
本
部

問
合
せ

‐
１
１
５
５

52

手
打
ち
の
面
白
さ
と
お
い
し
さ
を

味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

１
月
８
日

９
時

分
〜

と

き

（土）

30

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

ど
な
た
で
も

対

象

人
（
先
着
順
）

定

員

15千
円
（
材
料
費
、
保
険
料

参
加
費

な
ど
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

持
ち
物

１
月
６
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（木）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
２
０
２
０

52
消
防
出
初
め
式

教
室
・
講
座

手
打
ち
そ
ば
を
作
ろ
う

そ
ば
打
ち
名
人
講
座
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!!学童クラブ 入所者募集
市は、保護者が仕事などにより昼間在宅していない家庭の小学生低学年児童を対象

とした「学童クラブ」の入所者を募集します。
このクラブは、放課後や学校が休みの土曜日・夏休みなど、学校休業日に遊びを通

して健全な育成を図ろうというものです。

４月２日(土)から(予定)□開 設 日
日曜日と祝日、お盆・年末年始を除く毎日
①平 日(月曜～金曜日)…13時～18時□開設時間
②土曜日、夏休みなど学校休業日…８時30分～18時
栃尾南小学校・栃尾東小学校□場 所
市内のおおむね小学１年生～３年生の留守家庭児童で、□対 象
通年または長期休業時に利用したい児童
栃尾南小学校…20人、栃尾東小学校…30人□定 員
傷害保険加入料および特別事業の参加費など(実費)□経 費
生涯学習課、小学校、保育所(園)に用意してある申請書□申 込 み
を１月20日(木)までに生涯学習課に提出してください。
生涯学習課(中央公園1‐36） ５２‐２０２０□問 合 せ
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